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り,クロマ トグラムの後半部分 (rearboundary)の挙動からパラメータを決定する｡ 既存の方法で求め
た結果と良好な一致が見られ,提案法の妥当性と有用性が示された｡


































なお,平成 9年 2月18日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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